


1．年間値測定結果

（1）二酸化硫黄（SO2：年間値）

種別 市町村 測定局

令別表

謔Rの

謨ｪ

用　途

n域

有　　効

ｪ定日数
測定時間 年平均値

1時間値が0．1

o四を超えた時

ﾔ数とその割合

（日） （時間） （ppm） （時間） （％）

松　江 国設松江 100 未 351 8，521 0，004 0 0

一般
江　津 江　　　津 100 住 321 7，782 0，005 0 0

（注）1．環境基準は、1時間値の日平均値が・。・4P卿以下であり・かつ・1時間値の最高値力∫0・1

　　2．狽11定方法は溶液導電率法であり、原理的には大気中に含まれる硫黄酸化物を過酸化水素溶液

　　　ある。

（2）＿酸化窒素、二酸化窒素及び窒素酸化物（N・・N・2・NO＋NO2：年間値）

一酸化窒素（NO） 二　　　酸
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（日） （時間） （ppm） （ppm） （ppm） （日） （時間） （ppm） （ppm） （時間） （％）

松江 国設松江 100 未 345 8，352 0，002 0，045 0，005 346 8，364 0，005 0，036 0 0

一
　
般

江津 江　　津 100 住 301 7，473 0，003 0，025 0，006 317 7，773 0，005 0，036 0 0

松江 西津田町 100 商 137 3，303 0，021 0，176 0，054 245 5，900 0，023 0，084 0 0
自
　
　
排 浜田

浜　　田

∫｡前
100 商 330 8，074 0，040 0，349 0，099 327 8，029 0，020 0，072 O 0

（注）1．

　　2．

　　3．

＿酸化窒素及び窒素酸化物の環境基準は定められておらず・二酸化窒素の環境基準1ま・塒

＿酸化窒素の測定は、ザノレッマン試薬により二酸化窒素を沮ll定した後の大気を更に酸化液を

二酸化窒素の測定方法は、ザノレツマン試薬を用いた吸光々度法であり原理的には大気中の
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HO2（1990）年

●
　　ppm以下であること。

　　に硫酸として吸収させ、溶液の導電率を測定することにより連続的に大気中の硫黄酸化物を知る方法で
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日平均値が0．04

垂垂高�ｴえた日

ｪ2日以上連続
ｵたことの有無

環境基準の長期
I評価による日
ｽ均値が0．04
垂垂高�ｴえた
冝@　　　　数

測定機種 備　考

（日） （％） （ppm） （ppm） （有×・無O） （日）

0 0 0，022 0，008 O 0 高感度型

0 0 0，062 0，011 ○ 0 高感度型

HO2（1990）年
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間）�彩）� 日）� 彩）� 日）� ％）� ppm）� 日）� 日）� 時間）�ppm）�ppm）�ppm）� ％）�

� � � � � � ，013� � 45�，352� ，007� ，068� ，017� 2．2�

� � � � � � ，OlO� � 01� ，473� ，008� ，051� ，014� 5．9�

� � � � � ．0� ，039� � 37�，303� ，039� ，232� ，079� 6．9�

� � � � � ．6� ，036� � 27�，023� ，060� ，394� ，131� 3．3�

値の日平均値が0、04PPmから0．06ppmゾーン内または、それ以下であること。ﾐ

して一酸化窒素を二酸化窒素に変えてから二酸化窒素と同様の方法で測定する。ﾐ

酸化窒素をザルツマン試薬溶液と反応させて発色させ、その吸光度を測定する。ﾐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ザルッマン係数：0、84）ﾐ
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（3）一酸化炭素（CO：年間値）

種別 市町村 測　定　局 用途地域

有　　効

ｪ定日数
測定時間 年平均値

8時間値が20pp皿
�ｴえた回数と一
ｻ　の　割　合

（日） （時間） （PP皿） （回） （％）

一般 松　　江 国設松江 未 340 8，165 0．3 0 0

〃 西津　田町 商 249 6，111 1．2 0 0

自排

浜　　田 浜田合庁前 商 306 7，349 0．7 0 0

（注）
環境基準は、1時間値ゐ8時間平均値が2・ppm以下であり、かつ・1時間値の日平均値力｛

唄，」定方法は非分散型赤外分析計法であり、原理的には一酸化炭素が波長によって赤外線を●

（4）光化学オキシダント（O、：年間値）

種　　　別 市　町　村 測　定　局 用途地域
昼間測定日数 昼間測定時間

昼間の1
條ﾔ値の
N平均値

（日） （時間） （PP皿）

松　　　江 国設松江 未 357 5，234 0，040

一　　　般
江　　　津 江　　　津 住 341 4，998 0，033

自　　　排 松　　　江 西津田町 商 一 』 ｝

（注）　　環境基準は、1時間値が0．06pp皿以下であること。

　　　　昼間とは5時から20時までの時間帯をいう。
　　　　測定方法は、中性ヨウ化カリウム溶液を用いた吸光々度法であり、原理的には大気中のオ

　　　’ウムと反応してヨウ素を遊離させる酸化性物質）を中性のヨウ化カリウム溶液と反応させ遊●

（5）非メタン・メタン及び全炭化水素

　　・非メタン炭化水素（NMHC：年間値）

種　　別 市町村 測　定　局 用途地域
測定時間 年平均値

6～9時
ﾉおける
N平均値

6～9時

ｪ定日数

（時間） （PP皿C） （PP皿C） （日）

松　　江 国設松江 未 6，727 0．11 0．10 293

一　　般
江　　　津 江　　　津 住 2，420 0．16 0．15 106

自　　排 松　　江 西津田町 商 6，037 0．45 0．49 250
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HO2（1990）年

日平均値が10ppm
�ｴえた日数と
ｻ　の　割　合

1時間値

ﾌ最高値

日平均値の　2　％

怺O値

日平均値か10pp皿を
ｴえた日が2日以上
A続したことの有無

環境基準の長期的評
ｿによる日平均値が10pp皿を超えた日

備　考
（日） （％） （ppm） （ppm） （有×・無○） （日）

0 0 1．6 0．5 O 0

0 0 9．8 2．3 ○ 0

0 0 4．4 L3 ○ 0

10pp皿以下であること。

吸収することを応用して容器を通過する赤外線の減衰量から濃度を測定する。

HO2（1990）年

昼間の1時間値が
O．06ppmを超えた

﨎狽ﾆ時間数

昼間の1時間値が
O。12PP皿以上の

﨎狽ﾆ時間数

昼間の1
條ﾔ値の
ﾅ　高　値

昼間の日最
bP時間値
ﾌ年平均値 備　　考

（日） （時間） （日） （時間） （ppm） （PP皿）

85 582 0 0 0，102 0，052

31 148 0 0 0，085 0，041

『 一 『 一 一 一

キンダント（総理府令で定める範囲は、オゾン、パーオキシアセチルナイトレイト、その他ヨウ化カリ

離したヨウ素を比色法で測定することにより、連続的に大気中　オキシダント濃度を知る方法である。

HO2（1990）年

6～9時3時間平均値

最高値 最低値

6～9時3時間平均
lが0．20ppmCを超
ｦた日数とその割合

6～9時3時間平均
lが0．31ppmCを超
ｦた日数とその割合

測　定　方　式
備　　　考

（PP皿C） （PP皿C） （日） （％） （日） （％）
直接塗（直）差量　　（差）

0．25 0．03 5 L7 0 0．0 （直）

0．48 0．08 17 16．O 2 L9 （直）

L97 0．15 238 95．2 189 75．6 （直）
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。メタン及び全炭化水素（C　H4、T－H　C：年間値）

メ　　　　　　　　　　タ

種　　別 市町村 測　定　局 用途地域 測定時間

i時間）

年平均値
6～9時
ﾉおける
N平均値

6～9時
ｪ定日数

（ppmC） （ppmC） （日）

松　　江 国設松江 未 6，731 L81 L84 293

一　　般
江　　津 江　　　　津 住 2，420 L74 L74 106

自　　排 松　　江 西津田町 商 6，048 1．84 L87 251

（6）浮遊粒子状物質（S　PM：年間値）

種別 市町村 測定局

用
途
地
域

有　　効

ｪ定日数
測定時間 年平均値

1時間値が0、20
普^㎡を超えた
栫@間　数　と
ｻ　の　割　合

日平均値が0．10

ｺ／㎡を超えた

﨎狽ﾆその割合

（日） （時間） （昭／㎡） （時間） （彩） （日） （％）

松江 国設松江 未 338 8，169 0，015 0 0 0 0

畷
江津 江　　津 住 365 8，730 0，026 9 0．1 2 0．5

自排 松　江 西津田町 商 294 7，108 0，042 0 0 1 0．3

（注）　　環境基準は、1時間値の日平均値が0．10麗9／㎡以下であり、かつ1時間値が0，20囎／㎡

　　　　ベータ線吸収法による測定方法は、原理的には大気中の浮遊粒子状物質をろ紙上に捕集し

　　　る方法である。

　　3．光散乱法による測定方法は、浮遊粉じんを重量濃度へ換算したものである。

（7）浮遊粉じん（Dust：年間値）

種　　　別 市　町　村 測　定　局
用途

n域

有効測定日数 測定時間 年平均値

（日） （時間） （π9／㎡）

一　　　般 松　　　江 国設松江 未 338 8，169 0，015

（注） 浮遊粉じんの環境基準は定められていない。

測定方法は光散乱法であり、原理的には導気孔から入ってくる粉じんに直角方向から一定
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ン 全　　　炭　　　化　　　水　　　素

6～9時3時間
ｽ　　均　　値 測定時間 年平均値

6～9時における

N平均値

6－9時
ｪ定日数

6～9時3時間
ｽ　　均　　値

最高値 最低値 最高値 最低値

測定又

ﾍ換算

禔@式

備　考

（ppmC） （ppmC） （時間） （ppmC） （ppm　C） （日） （ppmC） （ppm　C）

2．48 L63 6，727 1．92 L94 293 2．60 L70 （直）

1．83 1．62 2，420 L90 1．89 106 2．30 L75 （直）

2．18 L72 6，037 2．30 2．36 250 3．96 1．97 （直）

HO2（1990）年

HO2（1990）年

1時間値の

日　　　　　山

日平均値の，

最　局　値 2％除外値 発響腰細
（擢9／㎡） （尻9／㎡）

（有×。無、⊃）r　　　　　　　卜

0，112 0，039 O　　　　F　　　　　I

0，251 0，066 ×　　　　　1

0．182 0．081
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O 〇一光散乱法

以下であること。

たうえで、β線を照射してその透過強度を測定することにより連続的に大気中の浮遊粒子状物質を知

HO2（1990）年

1時間値の
ﾅ　　高　　値

日平均値の
Q彩除外値

相対感度の　1
Z正年月日　　　　　　l　備　　　　　　　　考

（η9／㎡） （η窪／㎡） （年月日）

0，115 0，039 （毎月1回）

強度の光をあて散乱光を測定する方法である。
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